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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 952 6.0 22 △15.3 22 △0.1 32 86.6
27年3月期第1四半期 899 12.9 27 78.8 22 4.1 17 △23.8

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 32百万円 （86.6％） 27年3月期第1四半期 17百万円 （△23.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 0.86 ―
27年3月期第1四半期 0.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第1四半期 6,528 2,708 41.5 71.64
27年3月期 6,801 2,785 40.9 73.30
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 2,708百万円 27年3月期 2,785百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 2.00 2.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） ― ― 2.00 2.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
 当社グループは、四半期ごとの売上高等の数値の通期に占める比率がセグメントごとに大きく異なるため、第2四半期（累計）連結業績予想は行っておりませ
ん。 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― ―
通期 4,440 7.3 152 △2.8 136 △9.0 118 △15.7 3.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期決算書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期決算財務諸表のレビュー手続き中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 1社 （社名） 平成産業株式会社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 40,472,172 株 27年3月期 40,472,172 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 2,663,534 株 27年3月期 2,473,954 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 37,861,838 株 27年3月期1Q 39,216,962 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、緩やかな回復基調が続いているとみられますが、消費税率引上げに

よる個人消費への影響は払拭されておらず、不安定な海外経済の動向も懸念され、引き続き先行き不透明な状況で

推移いたしました。

 このような状況の中、当社グループでは、不動産利用事業におきましては更なる安定収入の維持拡大に向けて、

引き続き本庄地区の再開発の検討を行い、自動車販売事業におきましては売上高の拡大・収益増大を図るべく、販

売体質の強化及びサービス部門の拡充に取り組んでまいりました。また、楽器販売事業におきましてはより一層の

顧客ニーズの取り込みや万全のサービス体制の提供を行い、安定した収益の確保に努めました。なお、当第１四半

期連結累計期間より建材販売事業の損益が当社グループの損益に反映されております。

 その結果、当社グループの売上高は952百万円（前年同期比106.0％）となりました。収益面では、営業利益22百

万円（前年同期比84.7％）、経常利益22百万円（前年同期比99.9％）、親会社株主に帰属する四半期純利益32百万

円（前年同期比186.6％）となりました。

[セグメントの概況]

（不動産利用）

 売上高は88百万円（前年同期比100.7％）、セグメント利益は65百万円（前年同期比106.1％）となりました。

（自動車販売）

 軽自動車税増税の影響などにより、売上高は714百万円（前年同期比104.6％）、セグメント損失は13百万円（前

年同期セグメント損失6百万円）となりました。

（楽器販売）

 売上高は139百万円（前年同期比108.5％）、セグメント利益は3百万円（前年同期比65.2％）となりました。

（建材販売）

 平成27年5月15日を効力発生日とする株式交換により平成産業株式会社を連結子会社とし、平成27年4月30日をみ

なし取得日としております。それにより当第１四半期連結累計期間より建材販売事業における売上高・セグメント

利益を計上しております。売上高は10百万円、セグメント損失は0百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の資産は、現金及び預金の減少等により前連結会計年度末比273百万円減の6,528百

万円となりました。

 当第１四半期連結会計期間末の負債は、支払手形及び買掛金の減少等により前連結会計年度末比196百万円減の

3,819百万円となりました。

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は、配当実施による利益剰余金の減少等により前連結会計年度末比76百万

円減の2,708百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の連結業績予想につきましては、当第1四半期において修正しております。修正を行った理由

は、当社グループの最近の業績動向を踏まえて連結業績予想の数値を新たに算出したためであります。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第1四半期連結累計期間において、平成産業株式会社を完全子会社化したため、同社を連結の範囲に含めており

ます。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連
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結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。 

 なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

 

（３）(追加情報)

（表示方法の変更）

 連結子会社の株式会社ホンダニュー埼玉における代車・試乗車の販売に係る損益については、前期まで「特別損

益」の「固定資産売却損益」に含めておりましたが、当第1四半期連結累計期間より「売上総利益」に含めて計上

することに変更いたしました。この変更は、平成26年9月26日より同社本庄店に中古車の取扱コーナーを設けたこ

と等により当第1四半期連結累計期間より代車・試乗車などの中古車の同社内での扱い方を新車の扱い方と同様と

することから、経営成績をより適切に表示するために行うものであります。 

 この表示方法の変更を反映させるため、前第1四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っており

ます。この結果、前第1四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書における「固定資産売却益」2,609千円は、

「売上高」899,137千円、「売上原価」679,408千円、「売上総利益」219,728千円、「営業利益」27,063千円、

「経常利益」22,318千円として組替えております。なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記

載しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,259,405 745,662 

受取手形及び売掛金 84,105 78,214 

商品及び製品 404,644 401,278 

原材料及び貯蔵品 2,332 321 

前払費用 13,170 56,170 

前渡金 10,555 － 

短期貸付金 6,066 6,066 

繰延税金資産 1,768 1,370 

未収還付法人税等 4,969 － 

その他 122,741 291,787 

貸倒引当金 △330 △1,378 

流動資産合計 1,909,428 1,579,492 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,569,341 3,577,385 

減価償却累計額 △2,339,898 △2,367,301 

建物及び構築物（純額） 1,229,442 1,210,084 

機械装置及び運搬具 151,269 159,684 

減価償却累計額 △51,509 △57,092 

機械装置及び運搬具（純額） 99,760 102,591 

工具、器具及び備品 29,821 31,291 

減価償却累計額 △20,180 △22,176 

工具、器具及び備品（純額） 9,641 9,114 

土地 3,182,471 3,230,623 

リース資産 57,072 57,072 

減価償却累計額 △22,089 △23,946 

リース資産（純額） 34,983 33,125 

建設仮勘定 30 － 

有形固定資産合計 4,556,328 4,585,539 

無形固定資産    

のれん 20,948 28,823 

その他 1,861 2,117 

無形固定資産合計 22,810 30,941 

投資その他の資産    

投資有価証券 18,650 18,650 

長期貸付金 259,867 261,850 

繰延税金資産 763 14,946 

その他 40,854 44,147 

貸倒引当金 △7,165 △7,165 

投資その他の資産合計 312,969 332,429 

固定資産合計 4,892,108 4,948,910 

資産合計 6,801,536 6,528,402 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 446,383 223,266 

短期借入金 160,000 171,609 

1年内返済予定の長期借入金 186,672 188,431 

1年内返還予定の預り保証金 75,987 75,987 

未払費用 25,736 19,772 

未払金 26,715 86,541 

未払法人税等 － 4,043 

未払消費税等 31,732 16,815 

賞与引当金 7,983 5,623 

前受金 136,503 142,806 

その他 15,711 28,575 

流動負債合計 1,113,426 963,472 

固定負債    

長期借入金 1,111,406 1,082,183 

繰延税金負債 2,471 2,433 

役員退職慰労引当金 13,712 11,101 

退職給付に係る負債 47,577 53,078 

預り保証金 871,806 854,821 

長期前受収益 66,615 65,463 

再評価に係る繰延税金負債 756,848 756,848 

その他 32,502 30,527 

固定負債合計 2,902,939 2,856,458 

負債合計 4,016,365 3,819,931 

純資産の部    

株主資本    

資本金 307,370 307,370 

資本剰余金 549,392 573,860 

利益剰余金 554,023 510,754 

自己株式 △226,548 △284,447 

株主資本合計 1,184,237 1,107,537 

その他の包括利益累計額    

土地再評価差額金 1,600,933 1,600,933 

その他の包括利益累計額合計 1,600,933 1,600,933 

純資産合計 2,785,171 2,708,471 

負債純資産合計 6,801,536 6,528,402 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 899,137 952,682 

売上原価 679,408 712,953 

売上総利益 219,728 239,729 

販売費及び一般管理費 192,665 216,815 

営業利益 27,063 22,913 

営業外収益    

受取利息 1,264 1,998 

受取配当金 67 65 

役員退職慰労引当金戻入額 － 2,610 

その他 680 1,728 

営業外収益合計 2,013 6,402 

営業外費用    

支払利息 5,533 6,010 

その他 1,224 1,010 

営業外費用合計 6,758 7,020 

経常利益 22,318 22,295 

税金等調整前四半期純利益 22,318 22,295 

法人税、住民税及び事業税 2,433 3,389 

法人税等調整額 2,349 △13,821 

法人税等合計 4,783 △10,431 

四半期純利益 17,534 32,727 

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,534 32,727 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 17,534 32,727 

四半期包括利益 17,534 32,727 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 17,534 32,727 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  不動産利用 自動車販売 楽器販売 建材販売 合計 
調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 87,525 683,116 128,495 － 899,137 － 899,137 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
10,650 2,768 － － 13,418 △13,418 － 

計 98,175 685,885 128,495 － 912,555 △13,418 899,137 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
61,950 △6,332 5,151 － 60,769 △33,705 ※ 27,063 

（注）1.セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額33,705千円には、セグメント間取引消去13,418千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用20,287千円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.追加情報に記載のとおり、表示方法の変更に伴い、セグメント利益又は損失の組み替えを行っておりま

す。この結果、自動車販売事業で2,609千円セグメント損失が減少しております。

※四半期連結損益計算書の営業利益

 

当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  不動産利用 自動車販売 楽器販売 建材販売 合計 
調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 88,142 714,306 139,459 10,775 952,682 － 952,682 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
11,550 － － 1 11,551 △11,551 － 

計 99,692 714,306 139,459 10,776 964,234 △11,551 952,682 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
65,717 △13,891 3,359 △211 54,973 △32,060 ※ 22,913 

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額32,060千円には、セグメント間取引消去11,551千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用20,508千円が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

      (1)企業結合に関する会計基準等の適用

 「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間から「企業結合に関する会計基準」等を

適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当

第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原

価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更しております。 
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 なお、この変更に伴う影響は、軽微であります。 

   (2)平成27年5月15日を効力発生日とする株式交換により平成産業株式会社を連結子会社とし、平成27年4月

 30日をみなし取得日として報告セグメントの区分に「建材販売」を新設しております。

 なお、前第1四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成

したものを記載しております。

※四半期連結損益計算書の営業利益
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